
平成２０年度 千葉県立安房拓心高等学校（全日制） 総合学科 

 

特色ある入学者選抜における選抜・評価方法 

 

１ 評価尺度 

 (1) 調査書 各評価項目の審査基準をもとに評価する。 

 (2) 面接 個人面接，面接者３名，一人当たりの時間 約１０分で実施し，評価する。 

 (3) 作文 字数５００字から７００字 時間５０分で実施し，評価する。 

 

２ 評価項目及び評価基準 

 (1) 調査書 

評価項目 評価基準 

 ア 教科の学習の記録 全学年の計（必修教科の評定）の合計値とする。 

 イ 特別活動等の記録 活動実績を点数化する。 

 

 (2) 面接 

評価項目 評価基準 

 ア 総合学科志望の動機･理由 総合学科志望の動機・理由が明確か。 

 イ 総合学科への興味･関心 
総合学科への興味・関心があり，システムを的確に理解してい

るか。 

 ウ 中学校生活の取り組み 中学校生活を意欲的に過ごしているか。 

 エ 将来の進路について 卒業後の進路は具体的か。 

 オ 面接態度 面接態度等は適切か。 

 

 (3) 作文 

評価項目 評価基準 

 ア 主題理解 テーマに添って的確に書かれているか。 

 イ 説得力 具体的体験に基づいた意見であり，適切か。 

 ウ 将来の進路について 卒業後の希望・進路が明確か。 

 エ 学習意欲 本校での学習や学校生活を意欲的に取り組む意志があるか。 

 キ 指示についての正確さ 指示された字数等で，丁寧な文字で書かれているか。 

      

３ 選抜方法 

 (1) 選抜の手順 

本校特色ある入学者選抜実施計画による。 

 

 (2) 総合的に判定して選抜する方法 

本校特色ある入学者選抜実施計画による。 

調査書の審査及び面接検査・作文検査を総合的に判定して，入学許可候補者内定者として決定する。 

 



平成２０年度 千葉県立安房拓心高等学校（全日制） 総合学科 

 

学力検査等による入学者選抜における選抜・評価方法 

 

１ 評価尺度 

 (1) 学力検査 学力検査の５教科の得点を評価する。 

 (2) 調査書 各評価項目の評価をもとに評価する。 

 (3) 面接 
集団面接（受検者３～４名），面接者３名，１組の面接時間約２０分で実施し，評

価する。 

 

２ 評価項目及び評価基準 

 (1) 学力検査 

評価項目 評価基準 

 ア 学力検査の成績 ５教科の得点合計。 

 

 (2) 調査書 

評価項目 評価基準 

 ア 教科の学習の記録 全学年の計（必修教科の評定）の合計値とする。 

 イ 特別活動の記録 顕著な活動等を資料とする。 

 

 (3) 面接 

評価項目 評価基準 

 ア 総合学科志望の動機 総合学科志望の動機が明確であるか。 

 イ 総合学科への興味･関心 総合学科への興味・関心があり，システムを的確に理解しているか。 

 ウ 中学校生活の取り組み 中学校生活を意欲的に過ごしているか。 

 エ 将来の進路について 卒業後の進路は具体的か。 

 オ 面接態度 面接態度等は適切か。 

 

３ 選抜方法 

 (1) 選抜の手順 

平成２０年度千葉県公立高等学校入学者選抜実施要項による。 

 

 (2) 総合的に選抜する方法 

平成２０年度千葉県公立高等学校入学者選抜実施要項による。 

学力検査の得点，調査書の審査，面接の結果を総合的に判定して決定する。 
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